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近
代
に
お
け
る
会
話
文
特
立
符
号
種
の
消
長

一
、
は
じ
め
に

日
本
語
の
表
記
体
系
に
お
け
る
会
話
文
特
立
符
号
種
、
即
ち
会
語
文
を
地

の
文
か
ら
区
別
す
る
た
め
の
符
号
種
は
、
近
代
に
至

っ
て
大
き
な
発
達
を
遂

げ
た
。
現
在
で
は
、
発
話
に
は

「
　
」
を
用
い
、
ま
た
本
文
に
対
す
る
註
釈

な
ど
に
は

（　
）
を
用
い
る
、
と
い
う
緩
や
か
な
規
範
が
存
す
る
が
、
こ
の

よ
う
な
規
則
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
五
年

（
一
九

一
二
）
刊
の

『
作
文
講

話
及
び
文
範
』
で
夙
に
言
及
さ
れ
て
い
る

（原
文
旧
字
旧
か
な
）
。

「　
」
『　
』
（　
）
―
―
な
ど
の
符
号
も
句
読
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
。

通
例

「　
」
は
文
章
中
人
物
の
詞
に
用
い
、
『
　
』
は
書
名
な
ど
に
用

い
、
あ
る
い
は
時
と
し
て
人
物
の
詞
の
中
に
ま
た
他
人
の
詞
を
入
れ
る

場
合
に
用
い
る
。
（略
）
ま
た

（　
）
は
註
解
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
用

い
る
。
こ
れ
は
洋
文
の
ま
ね
で
あ
る
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の
で
行
わ

れ
て
い
る
。
―
―
も
西
洋
の
ダ
ッ
シ
ュ
の
輸
入
で
、
用
法
は

（　
）
と

恵
介
　
　
古
田
　
雄
佑

佐
和
　
　
川
那
邊
惟
奈

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

（芳
賀
矢

一　
杉
谷
代
水
編

『
作
文
講
話
及
び
文
範
』

一
四
五
―
四
六

頁
）

か
か
る
諒
解
事
項
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
ス
パ
ン
と
試
行

錯
誤
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
殊
に
明
治
前
中
期
は
、
次
の
引
用
で

も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
種
々
の
会
話
特
立
符
号
種
が
存
立
し
、
様
々

の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

明
治
二
〇
年
前
後
に
は
山
田
美
妙
、
巌
谷
小
波
な
ど
の
小
説
で
、
会
話

や
心
内
語
な
ど
の
引
用
語
句
を
＝
で
挟
ん
で
示
す
形
も
み
ら
れ
た
。

（略
）
他
に

（
（　
）
）
を
使

っ
た
会
話
文
も
、
こ
の
時
代
の
山
田
美
妙

や
尾
崎
紅
葉
に
み
ら
れ
る
。
（略
）
明
治
二
〇
年
代
前
半
は
会
話
文
の

形
式
の
過
渡
期
で
あ
り
、
以
後
も

「　
」
で
な
く

（　
）
や

（（　
）
）

を
使

っ
た
り
、
発
話
者
の
名
を
示
し
た
り
す
る
形
が
し
ば
ら
く
行
わ
れ
、

岩鳩
城野



ま
た
、
幸
田
露
伴
や
樋
口

一
葉
の
よ
う
に
、
引
用
符
を
使
わ
ず
会
話
文

を
地
の
文
に
織
り
込
ん
で
示
す
古
典
的
な
形
も
長
く
み
ら
れ
た
。
し
か

し
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と

「
…
…
」
の
形
が
小
説
の
会
話
文

と
し
て
次
第
に
広
ま
り
、
明
治
三
〇
年
代
に
は

一
般
的
な
形
式
と
し
て

定
着
す
る
に
至

っ
た
。

翁
近
代
小
説
に
み
る
会
話
文
の
変
遷
」
『
句
読
点
、
記
号

・
符
号
活
用

辞
典
。
』
所
収
、　
一
三
二
―

一
四
頁
）

本
稿
で
は
、
こ
の
記
述
を
検
証
す
る
た
め
、
特
に
明
治
期
の
文
人
に
照
準

を
定
め
て
、
会
話
特
立
符
号
が

「
　
」
な
い
し

『
　
』
に
収
敏
さ
れ
て
ゆ
く

過
程
の

一
斑
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
文
献
は
な
る
べ
く
単
行
本

（初
版
）
に

拠
る
こ
と
と
し
、
引
用
文
の
字
体
も
で
き
る
だ
け
本
文
に
従

っ
た
。

し
か
る
に
文
学
作
品
の
表
記
を
考
え
る
際
に
は
、
手
稿
や
初
出
誌
に
湖
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
も
し
よ
う
。
山
下
浩

『本
文
の
生
態
学
―
漱
石

。
鴎
外

。

芥
川
』
（
日
本

エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、　
一
九
九
三
）
が
述
べ
る
と

お
り
、
単
行
本
の
段
階
で
も
、
句
読
点
レ
ヴ

ェ
ル
で

「出
版
社
が
主
導
し
」

て
変
更
の
な
さ
れ
た
作
品
も
見
ら
れ
る
の
で
、
果
し
て
単
行
本
の
表
記
を
そ

の
ま
ま
作
者
の
意
図
の
反
映
と
見
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
疑
義
は
残
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
後
に
引
く
紅
葉
の
証
言

（
二
―
二
参
照
）
か
ら
も
分
る

よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
を
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
作
家
は
、
そ
れ
以
降
の

作
家
と
較
べ
て
み
る
と
、
特
定
の
会
話
特
立
符
号
を
意
図
的
に
用
い
た
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
出
版
社
や
編
者
の
介
入
は
極
め
て
軽
微
な
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
硯
友
社
同
人
を
調
査
対
象
の
中
心
と
し

た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

二
、
会
話
文
特
立
符
号
の
種
類

ニ
ー

一
、
発
話
者
を
表
示
す
る
も
の

明
治
初
期
の
文
学
作
品
で
は
、
作
中
の
会
話
部
に
発
話
者
を
逐

一
表
示
す

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
は
、
戯
作
や
滑
稽
本
の
表
記
方
法
を
踏
襲

し
た
形
式
と
お
ぼ
し
い
。
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
江
湖
山

（
一
九
六
四
）

も
言
及
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
戯
作
文
芸
作
品
で
は
、
話
し
手
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
、
初

め
に
必
ず
書
き
、
話
し
手
が
違

っ
て
も
行
を
改
め
な
い
。
こ
の
書
き
方

は
魯
文
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
坪
内
逍
進
の

「
一
読
三
歎
当
世
書
生
気

質
」
（明
治

一
八
よ
り
）
、
末
広
鉄
腸

の

「政
治
小
説
雪
中
梅

上
編
」

（明
治

一
九
）
、
須
藤
南
翠
の

「雨
窓
漫
筆
緑
蓑
談
前
編
」
（明
治

一
九
）

な
ど
も
踏
襲
し
て
い
る
。

（江
湖
山

一
九
六
四
、　
三
二
九
頁
。
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
）

こ
れ
ら
の
他
に
、
た
と
え
ば
宇
野

（
一
九
六
四
）
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
作
品

に
も
同
様
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
宇
野
氏
が
引
用
し
た
作
品
の
特
徴
を
私
に

ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

１
．
尾
崎
紅
葉

『
風
流
京
人
形
』
…
会
話
文
に

（
（　
）
）
を
使
用
、
発
話
者

表
示
も
逐

一
有
り
。



巌
谷
小
波

『
五
月
鯉
』
…
会
話
文
に

「
　
の
み
使
用
、
閉
じ
括
弧
は
使

用
せ
ず
。
な
お
、
会
話
の

一
部
は
＝
＝
で
区
別
し
て
い
る
。

山
田
美
妙

『
情
詩
人
』
…
会
話
文
に

「
　
」
を
使
用
、
会
話
前
に
は
新

行

一
字
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る

（連
載
第
四
回
か
ら
形
式
が
統

一
）
。

延
春
亭
主
人

『
散
浮
花
』
…
会
話
文
に
括
弧
は
使
用
せ
ず
、
（留
）
や

（女
）
な
ど
の
よ
う
に
、
発
話
者
を
符
号
的
に
表
示
す
る
。

宇
野
氏
は
、
「
い
わ
ゆ
る
会
話
文
の
示
し
方
に
は

（略
）
大
き
く
分
け
て

二
つ
の
も
の
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。　
一
つ
は
行
頭
を
あ
け
る
も
の
で
、

他
の

一
つ
は
補
助
符
号
を
使
う
も
の
で
あ
る
」
Ｔ
一十
九
頁
）
と
結
論
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
稿
者
が
補
足
し
て
お
く
と
、
「補
助
符
号
を
使
う
も
の
」

に
は
二
種
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
は
発
話
者
を
表
示
す
る
も
の

（１
と
４
）、
い

ま
ひ
と
つ
は
発
話
者
を
表
示
し
な
い
も
の

（２
と
３
）
で
あ
り
、
発
話
者
を

表
示
す
る
も
の
は
さ
ら
に
、
Ａ
．
他
の
符
号
と
併
用
し
て
示
す
も
の

（１
）

と
、
Ｂ
．
発
話
者
表
示
の
み
の
も
の

（４
）
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
発
話
者
を
表
示
す
る
例
を
以
下
に
八
例
挙
げ
て
お
く
。

○
偶
名
垣
魯
文

『絆
証
安
愚
柴
鍋
』
（明
治
四
年
刊
）

○
川
島
忠
之
助
詳

『赫
八
十
日
間
世
界

一
周
』
（明
治
十

一
年
刊
）

※
領

「甜
動

ヨ
リ
末
り
玉
フ
カ
　
フ
ヲ
ツ
グ

「然
リ

〇
三
遊
亭
園
朝

若
林
琳
蔵

『翻
牡
丹
燈
篭
』
（明
治
十
七
年
刊
）

※
侍

「
コ
レ
藤
助
其
天
水
桶
の
水
を
此
刀
に
注
け
ろ
と
命
け
れ
バ
最

前
よ
り
戦
慄
へ
て
居
り
ま
し
た
藤
助
は
　
藤

「
ヘ
イ
と
ん
で
も
な
い

事
に
な
り
ま
し
た

（略
）

○
末
廣
鐵
腸

『独
諾
雪
中
梅
』
（明
治
十
九
年
刊
）

※
老
母

「
マ
ア
薬
は
止
ま
せ
う

○
江
見
水
蔭

『
田
毎
源
氏
』
（明
治
三
十
年
刊
）

※
泥

「
合
点
だ
。
呑
込
ん
だ
。
　
金

「合
国
の
船
歌
。

○
坪
内
逍
遥

『
一一輪
富
世
書
生
氣
質
』
（明
治
十
八
年
刊
）

※

（吉
）
ま
い
つ
た
／
ヽ
い
ふ
べ
か
ら
ず
／
ヽ

○
山
田
美
妙

『
夏
木
立
』
（明
治
二
十

一
年
）
の

一
部

※

（珊
瑚
）
こ
の
私
を
掴
ま

へ
て

「
貴
様
は
贋
物
」
だ
と
言
ひ
ま
し

た
ぜ
。

〇
二
葉
亭
四
迷

『
師
浮
雲
』
（明
治
二
十
１
二
十
四
年
刊
）

※

（昇
）
ヲ
ヤ
此
様

（
こ
ん
）
な
悪
戯
を
し
た
ネ

前
半
五
例
は
Ａ
．
他
の
符
号
と
併
用
し
て
示
す
も
の
、
後
半
三
例
は
Ｂ
．

発
話
者
表
示
の
み
の
も
の
で
あ
る
。
Ａ
に
属
す
る
も
の
は
、
閉
じ
括
弧
な
し

の
カ
ギ
を
用
い
て
会
話
文
を
表
示
す
る
。
し
か
し
四
迷
の

『
浮
雲
』
に
は
、

閉
じ
括
弧
な
し
の

「
　
で
会
話
を
区
別
す
る
例
と
、
「
　
」
に
よ

っ
て
会
話

を
区
別
す
る
例
と
が
見
ら
れ
、
前
者
は
特
に
前
半
部
、
後
者
は
特
に
後
半
部

に
偏

っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
会
話
を
特
立
す
る
た
め
の

一
般
的
な
用
法
が
未
だ
定
ま

っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
同

一
作
品
内
に
そ

の
よ
う
な
揺
れ
が
見
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
か
ら
、
会
話
部
分
に
発
話
者
名
を
表
示
し
て
、
な
お
か

つ
符
号
を
用

い
る
場
合
、
閉
じ
の
カ
ギ
は
必
ず
し
も
用
い
ら
れ
た
訣
で
は
な
い
と
言
え
る
。

こ
の
事
実
は
、
開
き
の
カ
ギ
が

「庵
点
」
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う



○
太
宰
春
皇

『
和
讀
要
領
』
舎
子
保
十
三
年
＝

一
七
二
八
）

段
落
ヲ
分
ル
ニ
ハ
。
鉤
―
書

ヲ
用
フ
。
章
―
首

ニ
ハ

「
ヲ
用
ヒ
。

末

ニ
ハ
」
ヲ
用
テ
。
前
後

ヲ
隔
―
断
ス
。
皆
是
ヲ
鉤
―
蓋
ト
イ
フ

大
熊

（
一
九
九
五
）
の
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
熊
氏
は
、
『
和
蘭
医
事
間
答
』
（安
永
二
年
＝

一
七
七
三
刊
）
に
お
け
る

「
ス
ポ
イ
ト
」
「
キ
リ
ス
テ
ル
」
等
の
よ
う
に
、
外
来
語
を
特
立
さ
せ
る
符
号

を
便
宜
的
に

「鈎
括
弧

（甲
と

と
名
づ
け
、　
一
方
の

「会
話
文
の
部
分
を

示
す
鈎
括
弧
」
を

「
鈎
括
弧

（乙
と

と
し
た
。
そ
し
て
大
熊
氏
は
、
後
者

「
鈎
括
弧

（乙
と

の
成
立
に
つ
い
て
、
「
開
き
の
部
分
は
庵
点
か
ら
、
閉
じ

の
部
分
は
鈎
画
か
ら
変
化
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
結
論
し
た
。

「
鈎
画
」
に
関
し
て
は
、
太
宰
春
墓

『
和
讀
要
領
』
に
次
の
如
く
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
鈎
画
は
章
首
に
も
結
末
に
も
用
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
併
し
、
明
治
十
四
年
の
伊
藤
圭
介

「
日
本
人
ノ
雅
俗
文
章

二
於
ケ
ル
。

句
讀
段
落
ヲ
標
示
ス
ル
ヲ
以
テ
必
要
ト
セ
サ
ル
ハ
。　
一
快
事
タ
ル
ヲ
丼

ス
。
」

「
東
京
學
士
會
院
雑
誌
』
ニ
ノ

一
〇
）
に
は
、
「段
落
■
（
。
鉤
豊

ヲ
」
用

ヰ
。
其
結
尾
ノ
前
後
ヲ
劃
断

ス
ベ
シ
」
と
あ
る
し
、
ま
た
明
治
四
十
四
年
の

國
語
研
究
會

『
國
定
新
讀
本

句
讀
法
及
分
別
書
方
』
に
も
、
「
カ
タ
カ
ギ

創

秒

∃

測

コ

Ｊ

∃

刻

翻

コ

洲

劉

目

劉

到

コ

劃

自
の
無
い
場
合
に
施
す
も
の
で
あ
る
」
Ｔ
一十
六
頁
）
と
あ
り
、
少
く
と
も

明
治
期
の
文
献
で
は
、
章
首
に
用
い
る
鈎
画
に
言
及
し
た
も
の
を
見
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
カ
ギ
の
用
い
方
は
、
「
段
落
」
の
発
生
と
密
接
に

関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
亀
井

（
一
九
九
三
）
も
、
稽
垣
千
穎

松
岡
太
感
編

『本
朝
文
範
』
（明
治
十
四
年
刊
）
の

「
　
」

一
事
の
全
く
克

（境
）
た
る
虎
に
此
標
を
附
く
」
や

「
一
一
事
の
暫
ク
克
た
る
虎
に
此
標
を

附
く
」
を
引
い
た
上

で
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
体
論
か
ら
啓
発
さ
れ
て
も
い

た
で
あ
ろ
う
。
啓
発
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ

っ
た
と
言

っ
て
も
い
い
。
」
や

一

な
ど
の
記
号
は
明
ら
か
に
段
落
と
い
う
発
想
の
影
響
だ

っ
た
」
（
四
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
宇
野

（
一
九
八
二
）
は
、
「
例
え
ば
、
『
我
楽
多
文
庫
』

の
第

一
号

（明
治
二
十

一
年
五
月
）
に
、
紅
葉
山
人
の

「
風
流
京
人
形
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
再
版
本
で
は

一
行
の
字
詰
め
が
異
な

っ
て
い
る
た
め

に
、
第
二
段
落
の
終
わ
り
が
行
末
に
来
て
い
る
。
そ
れ
で
、
か
ぎ
か
っ
こ
の

閉
じ
る
方
の
符
号
に
類
す
る
形
の
活
字
を
用
い
て
、
段
落
末
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
」
（
四
十
五
頁
）
と
述

べ
、　
一
般
に

「区
切
り
符
号
」
と
呼
び

な
ら
わ
さ
れ
る
も
の
に
は
、
「
切
れ
目
を
示
す
と
い
う
こ
と
に
主
眼
の
あ
る

も
の
と
、　
一
く
く
り
に
し
て
他
と
区
別
す
る
こ
と
に
主
眼
の
あ
る
も
の
と
の

両
方
が
」
（
四
十
七
頁
）
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
が
、
こ
の
両

妨
わ
性
質
と
も
兼
ね
備
え
た
よ
う
な
鈎
括
弧
も
、
明
治
期
に
は
間
々
見
ら
れ

た
。因

み
に
、
会
話
特
立
符
号
種
と
し
て

「　
」
が
大
体
定
着
し
た
後
に
も
、

な
お
発
話
者
を
表
示
す
る
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

○
尾
崎
紅
葉

『
金
色
夜
叉
』
（明
治
二
十

一

※
甘

「遺
は
交
際
官
試
補
―
」

佐

「試
補
々
々
！
」



「試
補
々
々
！
立

つ
て
泣
き
に
行
く

「馬
鹿
な
！
」

但
し

『
金
色
夜
叉
』
に
は
、
発
話
者
を
逐

一
表
示
せ
ず
に
、
「
　
」
の
み

で
会
話
を
特
立
し
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
記
名
性
を
有
し
た
複
数
の
人
物
が

発
言
す
る
場
合
、
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
敢
え
て
発
話
者
を
表
示
し
た
と

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
様

の
例
と
し

て
は
、
江
見
水
蔭

『
命
不
知
』

（明
治
二
十
九
年
刊
）
や
、
紅
葉
の
初
期
作
品

『
風
流
京
人
形
』
（明
治
二
十

二
年
刊
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
調
査
対
象
と
し
た
作
品
の
う

ち
、
発
話
者
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
差
当

っ
て
考
慮
か
ら
外
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

二
―
二
、
符
号
の
み
で
会
話
を
特
立
さ
せ
る
も
の

前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
期
の
文
学
作
品
に
お
け
る
会
話
文
特
立

符
号
と
し
て
は
、
現
在
と
同
じ
く

「
　
」
も
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
に
も

『
　
』
や

（
（　
）
）
、
＝
＝
な
ど
様
々
の
符
号
種
が
用
い
ら
れ
て
い
た

（
こ
の

こ
と
は
、
大
正
期
以
降
に

（
（　
）
）
や
＝
＝
が
全
く
用
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
ご
く
散
発
的
な
例

に
止
ま

っ
て
い
る
と
は
言
え
よ
う
）
。

さ
て
尾
崎
紅
葉
は
、
「
文
盲
手
引
草
」
（明
治
二
十
二
年
発
表
）
に
お
い
て
、

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

お
玉
杓
子

（ダ
ブ
ル
ク
ォ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
―
引
用
者
註
）
の
道

行
は
日
本
文
に
は
似
合
か
ら
ず
と
て
私
は

（
（　
と

こ
ん
な
風
に
書
換

て
用
た
れ
ど
あ
と
で
見
る
と
佛
蘭
西
に
て
既
に
此
形
を
用
ふ

（略
）
此

外
に

『
　
』
（
こ
ん
な
）
の
と
＝

（
こ
ん
な
）
の
あ
り

（略
）

「
　
を

使
ふ
虎
に

『
　
を
使
ふ
も
よ
し

「
　
は
鐵
の
鍵
に
て

『
　
は
銀
の
鍵

な
り
　
役
目
に
か
は
り
は
な
け
れ
ど
銀
の
鍵
は
容
膵
に
見
ゆ
る
と
て
喜

ぶ
人
あ
れ
ど
そ
も
／
ヽ
騎
奢
の
沙
汰
な
り

同
様
の
こ
と
は
、
明
治
三
十
七
年

『新
小
説
』
第
九
年
第

一
巻
の
山
岸
荷

葉

「
故
紅
葉
大
人
談
片
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
十
年
代
に
は

複
数
の
会
話
特
立
符
号
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
や
、
そ
れ
が
個
人
の
嗜
好
を
反

映
し
う
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深
い

（実
際
に
紅
葉
が
作
中

に

『
　
』
を
用
い
た
例
は
見
ら
れ
な
い
）
。

以
下
、
同
時
代
の
用
例
を
符
号
種
別
に
幾

つ
か
見
て
お
く
。

①

『
　
』
を
使
用
し
た
も
の

○
大
江

（巌
谷
）
小
波

『営
世
少
年
氣
質
』
（明
治
二
十
五
年
刊
）
の

一
部※
鎖
雄
は
心
中
冷
笑

つ
て
、
『
な
ん
の
…
…
燕
雀
め
ら
。
』
―
―
但
し

鎮
雄
大
が
相
手
に
せ
ぬ
だ
け
、
（略
）



②

（
（　
）
）
を
使
用
し
た
も
の

○
尾
崎
紅
葉

『卜
版
」色
懺
悔
』
（明
治
二
十
二
年
刊
）

※

（
（左
様
か
こ
　
と
書
を
う
る
ま
せ
　
（
（玉
傷
は
…
…
…
…
じ

○
巖
谷
小
波

『
営
世
少
年
氣
質
』
（明
治
二
十
五
年
刊
）

※

（
（若
様
！
　
モ
シ
若
様
―
　
御
車
が
参

つ
て
居
り
ま
す
―
ビ

と
、
云
ひ
な
が
ら
乗
せ
様
と
す
る
と
。

○
江
見
水
蔭

『
鎌
わ
ぬ
坊
』
（明
治
二
十
九
年
刊
）

※

（
（何
時
の
間
に
其
様
な
。
灸
の
痕
さ
へ
な
か

つ
た
外
に
こ

と
お

縫
の
尼
御
前
に

一
本
参
ら
れ
け
る
。

③
＝
＝
を
使
用
し
た
も
の

○
石
橋
思
案

「
言
文

一
致
に
附
い
て
」
（明
治
二
十
二
年
二
月
二
十

一

日
付

『
讀
賣
新
聞
し

※
言
文

一
致
を
攻
撃
す
る
お
方

ハ
＝
江
戸

ッ
子
の
書
い
た
言
文

一
致

ハ
上
方

の
者
に

ハ
丸

で
詳
が
分
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
言
文

一
致
は

至

ッ
て
匠
域
が
狭
い
＝
と
お

ッ
し
ゃ
い
ま
す
が

（略
）

○
石
橋
思
案

『京
が
の
こ
』
（明
治
二
十
三
年
刊
）

※
＝
そ
れ
は
／
ヽ

＝
と
私
を
慰
め
て
く
れ
ま
し
た
。

○
浩
然
堂
主
人

「甕
外
生
の

『
明
治
文
章

の
月
旦
』
を
讀
む
」
（明
治

二
十
三
年
二
月
三
日

『
日
本
之
文
華
し

の

一
部

※
甕
外
生
曰
く
＝
議
論
文
中
、
軽
妙
な
る
も
の
、
賞
に
氏

（田
口
卯

吉
氏
）
を
以
て
第

一
と
す
＝
と
、
（略
）

更
に
調
査
範
囲
を
拡
げ
て
、
作
家
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
符
号
を
用
い
て
い

る
か
を
、
明
治
二
十
年
代
を
中
心
と
し
て
五
年
間
隔
で
調
べ
た
。
そ
の
結
果

を
簡
単
に
纏
め
た
の
が
、
末
尾
に
掲
げ
た
附
表
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
、
硯

友
社
同
人
六
人
の
作
品
で
あ
る
。
当
該
作
品
中
に
用
い
ら
れ
た
会
話
特
立
符

号
種
を
示
し
、
該
当
す
る
作
品
数
を
算
用
数
字
で
夫
々
示
し
た
。

表
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
年
代
ま
で
は

（
（　
）
）
や
＝
＝
も
見
ら
れ
る
が
、

明
治
三
十
年
以
降
に
な
る
と
、
会
話
特
立
符
号
が

「
　
」
『
　
』
に
収
敏
し

て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、
作
家

（美
妙
な
ど
）
に
よ

っ
て
は
、
明
治

二
十
年
代
前
半
か
ら

「
　
」
を
既
に
多
く
用
い
た
者
が
あ
る
し
、
ま
た
二
十

年
以
降
で
も

『
　
』
が
未
だ
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
は
じ
め
に
」
に
引

い
た
記
述
は
多
少
の
修
正
を
必
要
と
す
る
が
、
大
体
は
的
を
射
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
以
て
、
本
調
査
報
告
を
終
る
こ
と
に
し
た
い
。
（了
）

圧̈（１
）

緩
名
垣
魯
文

『絆
離
安
愚
来
鍋
』
（本
版
印
刷
）
で
は
、
会
話
を
特
立
さ
せ

る
庵
点
と
、
「　
」
（鈎
括
弧
甲
）
と
が
、
明
ら
か
に
形
の
上
で
区
別
さ
れ
て

用
い
ら
れ
て
い
る

（金
属
活
字
で
は
こ
の
差
異
が
捨
象
さ
れ
る
）。

（２
）

実
例
を
挙
げ
る
と
、
森
鴎
外

『
即
興
詩
人
』
（明
治
三
十
五
年
刊
）
は
段

落
の
末
尾
毎
に
」
を
用
い
て
い
る
が
、
章
首
に

「
は
用
い
な
い
。

（３
）

例
え
ば
山
田
美
妙

『漁
隊
の
遠
征
』
（明
治
三
十
六
年
刊
）
は
、
複
数
の

話
し
手
に
よ
る
会
話
が
連
続
す
る
場
合
は
、
大
体
、
各
会
話
文
の
初
め
に
閉

74



○
芥
川
龍
之
介

『
開
化
の
殺
人
』
（大
正
七
年
刊
）

※
以
下
に
抄
録
せ
ん
と
す
る
予
が
日
記
を

一
瞥
せ
よ
。

「十
月
×
日
、
明
子
、
子
な
き
の
故
を
以
て

（略
）

「十

一
月
×
日
、
子
爵
は
遂
に

（略
）

「
二
月
×
日
、
鳴
呼
予
は
今
に
し
て
始
め
て
知
る
、
（略
）

は
如
何
。
」

さ
れ
ど
明
子

じ
括
弧
な
し
の

「
　
を
用
い
、
そ
し
て

一
連
の
会
話
が
終
了
す
る
と
き
に
の

み
、
閉
じ
括
弧
で
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
類
似
す
る
閉
じ
括
弧
の
用
法
は
、

引
用
文
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
。
次
に

一
例
を
挙
げ
る
。

（
４
）

例
え
ば
、
昭
和
二
十
年
代
の

『文
學
界
』
（文
藝
春
秋
）
に
連
載
さ
れ
た

古
川
緑
波
の
記
事
で
は
、
引
用
部
分
が
＝
＝
で
示
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）

巖
谷
小
波
は
、
『
こ
が
ね
丸
』
（明
治
二
十
四
年
刊
）
か
ら
約
二
十
年
後
に
、

文
章
全
体
を
書
き
直
し
た

『華許
酢
明
こ
が
ね
丸
』
（大
正
十

一
年
刊
）
を
上

梓
し
た
。
た
と
え
ば
、

《
昨
日
よ
り
の
大
雪
に
、
外
邊
に
出
る
事
も
な
ら
ず
、
洞
に
の
み
籠
り
給
ひ

て
、
さ
ぞ
か
し
徒
然
に
お
は
し
つ
ら
ん
。
）
）
と
云
へ
ば
、

と
あ
る
部
分
を
、

『
イ
ヤ
大
王
様
！
　
ひ
ど
い
大
雪
で
御
座
り
ま
す
な
。　
一
寸
御
見
舞
に
参
り

ま
し
た
。
』
と
、
云
ひ
ま
す
と
、

の
如
く
書
き
換
え
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
文
体
が
文
語
体
か
ら
言

文

一
致
体
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
会
話
特
立
符
号
種
も
相
違
し

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
波
は
、
父
　
）
）
が
既
に
会
話
特
立
符
号
と

し
て
は

一
般
的
で
な
く
な

っ
た
現
状
に
鑑
み
て
、
『
　
』
を
意
識
的
に
用
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

宇
野
義
方

（
一
九
六
四
）
「文
字

・
表
記
の
変
遷
」
『講
座
現
代
語
２

現
代
語
の

成
立
』
明
治
書
院

宇
野
義
方

（
一
九
八
二
）
「句
読
法
の
歴
史
」
『講
座
日
本
語
学
６

現
代
表
記
と

の
史
的
対
照
』
明
治
書
院

江
湖
山
恒
明

（
一
九
六
四
）
「欧
文
脈
」
『講
座
現
代
語
２

現
代
語
の
成
立
』
明

治
書
院

大
熊
智
子

（
一
九
九
五
）
「
引
用
符
を
用
い
た
会
話
文
表
記
の
成
立
」
『
練
煉
敦
日

本
文
學
』
第
八
十
四
琥

亀
井
秀
雄

（
一
九
九
二
）
「文
体
の
中
の
記
号
」
『季
刊

文
学
』

一
九
九
二
冬
、

岩
波
書
店

小
学
館
辞
典
編
集
部

『
句
読
点
、
記
号

・
活
用
辞
典
。
』
小
学
館
、
二
〇
〇
七

【
参
照
テ
キ
ス
ト
】

〈文
学
作
品
〉

①
の
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
「精
選

名
著
複
刻
全
集

近
代
文
学
館
」
、
「新
選

名
著
複
刻
全
集

近
代
文
学
館
」
、
「秀
選

名
著
複
刻
全
集

近
代
文
学
館
」
、

「特
選

名
著
複
刻
全
集

近
代
文
学
館
」
、
「名
著
複
刻

日
本
児
童
文
学
館
」

（
ほ
る
ぷ
出
版
）
の
何
れ
か
を
参
照
し
た
。
複
数
の
作
品
を
収
め
た
本
に
つ
い

て
は
、
参
照
し
た
作
品
の
み
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
単
行
本
初
版
の
刊

行
年
を
併
せ
て
示
す
。

②
の
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
「近
代
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
曾
”〓

ミ̈
江
●
０
●
【・●
ε
∞
０
・ピ
ヽ
す
Ｏ
ｏ
ｘ
・〓
ヨ
じ

の
画
像
を
参

照
し
た
。

①
芥
川
龍
之
介

「
開
化
の
殺
人
」
『
愧
儡
師
』
（大
正
八
年
）
、
巖
谷
小
波

『に
計

齢
」
こ
が
ね
丸
』
（大
正
十
年
）
、
大
江
小
波

『富
世
少
年
氣
質
』
（明
治
二
十
五

￥
嘘舅
一「箋
了
予
一証
一ヽ
ｎ

〔鰈



恣
礼
仄
炉
螂
鸞中魏中ｍ

十
五
年
）、
山
田
美
妙

『夏
木
立
』
（明
治
二
十

一
年
）

②
石
橋
思
案

『京
が
の
こ
』
（明
治
二
十
三
年
）
『電
氣
の
死
刑
』
（明
治
二
十
六

年
）
『破
手
紙
』
（明
治
二
十
六
年
）
『花
盗
人
』
（明
治
二
十
八
年
）
『筆
と
紙
』

（明
治
三
十
三
年
）、
巖
谷
小
波

『初
紅
葉
』
（明
治
二
十
二
年
）
で
」
が
ね
丸
』

（明
治
二
十
四
年
）
『友
禅
染

（ぬ
れ
浴
衣
Ｌ

（明
治
二
十
五
年
）
冒
日世
少
年

氣
質
』
（明
治
二
十
五
年
）
『蝸
牛
』
（明
治
二
十
六
年
）
『変
わ
ら
笛
』
（明
治

二
十
八
年
）
『春
色
二
本
柳
』
（明
治
二
十
九
年
）
『新
知
事
』
（明
治
三
十

一

年
）
『笑
の
國
』
（明
治
二
十
九
年
）、
江
見
水
蔭

『花
守
』
（明
治
二
十
四
年
）

『
四
本
指
』
（明
治
二
十
六
年
）
『水
車
他
六
編
』
（明
治
二
十
八
年
）
『速
射
砲

他
四
十
三
篇
』
（明
治
二
十
八
年
）
『朝
嵐
』
（明
治
二
十
八
年
）
『大
軍
艦
』

（明
治
二
十
九
年
）
『海
底
の
錨
』
（明
治
二
十
九
年
）
『水
の
書
』
（明
治
二
十

九
年
）
『遠
山
霞
』
（明
治
二
十
九
年
）
『命
不
知
』
（明
治
二
十
九
年
）
『鎌
わ

ぬ
坊
』
（明
治
二
十
九
年
）
『
田
毎
源
氏
』
（明
治
三
十
年
）
『海
の
秘
密
』
（明

治
三
十
年
）
『突
貫
』
（明
治
三
十
四
年
）
『新
俳
優
』
（明
治
三
十
四
年
）
『大

幻
燈
』
（明
治
三
十
五
年
）
『武
装
之
巻
』
（明
治
三
十
七
年
）
『漁
師
の
娘
』

（明
治
三
十
八
年
）
『新
空
氣
』
（明
治
三
十
九
年
）
『廣
船
萬
里
琥
』
（明
治
四

十

一
年
）、
尾
崎
紅
葉

『に
臥
尼
色
懺
悔
』
（明
治
二
十
二
年
）
『風
流
京
人
形
』

（明
治
二
十
二
年
）
『初
時
雨
』
（明
治
二
十
二
年
）
『南
無
阿
彊
陀
佛
』
（明
治

二
十
三
年
）
『裸
美
人
』
（明
治
二
十
五
年
）、
『隣
の
女
』
（明
治
二
十
七
年
）

『紫
』
（明
治
二
十
七
年
）
『
や
ま
と
昭
君
』
（明
治
二
十
八
年
）
『冷
熱
』
（明
治

二
十
九
年
）
型
目
葡
萄
』
（明
治
二
十
九
年
）
『金
色
夜
叉
』
（明
治
三
十

一
―
三

十
六
年
）、
川
上
眉
山

『黒
髪
』
（明
治
二
十
六
年
）
『大
村
少
尉
』
（明
治
二
十

九
年
）
『網
代
木
』
（明
治
二
十
九
年
）
『神
出
鬼
没
』
（明
治
三
十
五
年
）
『青

春
怨
』
（明
治
三
十
六
年
）
『観
音
岩
』
（明
治
三
十
九
年
）、
山
田
美
妙

『嘲
戒

小
説
天
狗
』
（明
治
十
九
年
、
亀
井

一
九
九
二
に
よ
る
）
『少
年
姿
』
（明
治
十

九
年
）
『
ぬ
れ
ご
ろ
も
初
篇
』
（明
治
二
十

一
年
）
『
園
の
二
葉
』
（明
治
二
十
四

年
）
『白
玉
蘭
』
（明
治
二
十
四
年
）
『葛
の
裏
葉
』
（明
治
二
十
四
年
）
『盗
賊

秘
事
』
（明
治
二
十
四
年
）
『漁
隊
の
遠
征
』
（明
治
三
十
六
年
）
『滑
稽
妙
な

術
』
（明
治
四
十
二
年
）
『滑
稽
妙
な
水
』
（明
治
四
十
三
年
）

石
橋
思
案

「言
文

一
致
に
附
い
て
」
（明
治
二
十
二
年
二
月
二
十

一
日
付

『讀

賣
新
聞
』、
山
本
正
秀

『近
代
文
体
形
成
史
料
集
成

発
生
篇
』
桜
楓
社
、　
一
九

七
八
）

伊
藤
圭
介

「
日
本
人
ノ
雅
俗
文
章
二
於
ケ
ル
。
句
讀
段
落
ヲ
標
示
ス
ル
ヲ
以
テ

必
要
ト
セ
サ
ル
ハ
。　
一
快
事
タ
ル
ヲ
排
ス
。」
（明
治
十
四
年
二
月

『東
京
學
士

會
院
雑
誌
』
ニ
ノ
一
〇
、
山
本
正
秀

『近
代
文
体
形
成
史
料
集
成

発
生
篇
』

桜
楓
社
、　
一
九
七
八
）

尾
崎
紅
葉

「文
盲
手
引
草
」
（明
治
二
十
二
年

『文
庫
』
二
六

。
二
七
琥
、
山

本
正
秀

『近
代
文
体
形
成
史
料
集
成

発
生
篇
』
桜
楓
社
、　
一
九
七
八
）

浩
然
堂
主
人

「甕
外
生
の

『明
治
文
章
の
月
旦
』
を
讀
む
」
（明
治
二
十
三
年

二
月
三
日

『
日
本
之
文
華
』、
山
本
正
秀

『近
代
文
体
形
成
史
料
集
成

発
生

篇
』
桜
楓
社
、　
一
九
七
八
）

太
宰
春
墓

『和
讀
要
領
』
『漢
語
文
典
叢
書

第
二
巻
』
汲
古
書
院

芳
賀
矢

一　
杉
谷
代
水
編

『作
文
講
話
及
び
文
範
』
講
談
社
学
術
文
庫
、　
一
九

九
三
山
岸
荷
葉

「故
紅
葉
大
人
談
片
」
『紅
葉
全
集

第
十
巻
』
岩
波
書
店
、　
一
九
九

四國
語
研
究
會

『國
定
新
讀
本

句
讀
法
及
分
別
書
方
』
矢
島
誠
進
堂
、　
一
九

一

一　
∩
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
参
照
）
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